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●市立病院は院内助産所で分娩できます　　

●募集　ウィズ市民企画講座「出会いのひろば」　
　子育て中のパパさんママさ〜ん！

●募集　星空教室　なんだか不思議 おつきさま
　
●「元気フェスタ2012」
　はいはいレースに参加しよう
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予約型乗合タクシー「愛のりタクシー」　停留所追加のお知らせ
　10月１日㈪（予定）から予約型乗合タクシー「愛のりタクシー」の運行路線を一部延

えん

伸
しん

して、
停留所を下図のとおり追加します。※ で囲んだ箇所が追加した停留所で、青紫色の線が延びた路線です。

問い合わせ先　 交通対策課☎ 30-6134、FAX24-8517

「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」の

説
明
に
伺
い
ま
す

　　　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
を

よ
り
多
く
の
皆
様
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
彦
根

市
職
員
が
地
元
の
自
治
会
、

老
人
会
な
ど
を
対
象
に
、

「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
の
説

明
に
伺
い
ま
す
。

　

説
明
を
希
望
す
る
場
合

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

交
通
対
策
課
☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番

愛のりタクシーかわせ　日夏線　
　「開出今西」「開出今東」

愛のりタクシーいなえ　新海浜線
　「新海南」「本庄南」「本庄公会堂」「観道寺前」

▲平成21年に行った「愛のりタクシーかわせ」
　の出発式の様子
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　8月11日、 ビ バ
シティ彦根（竹ケ鼻
町）の研修室で、「市

民環境フォーラム」が行われ、大学生から定年退職して地域で活
動している人まで、それぞれの立場で環境のために取り組んでい
ることを話し合いました。
　参加者からは、「環境活動を広げていくには、子どものときか
ら、地域ぐるみで環境を大切にする心を育てていく必要があるの
では」などの意見もありました。その他、講演や市民出資型太陽
光発電についても説明がありました。

　8月18日、彦根城博物
館（金亀町）の能舞台で、

「キッズサマースクール」
の狂言教室の発表会が行われました。「キッズサマースクール」は、彦根
城博物館が子どもたちを対象に伝統文化に親しんでもらおうと毎年開催
しています。
　狂言教室に参加した児童は、７月から練習を始め、和

い ず み

泉流の狂言師らに
狂言の動きの基本から学びました。児童は、練習してきた成果を発揮して、
扇子を使って大きな声と身振りで熱演していました。児童の堂々とした
姿に会場からは大きな拍手が湧

わ

き起こっていました。

初めての「展示替」見学会
彦根城博物館

　

８
月
29
日
、
彦
根
城
博
物

館
の
展
示
室
（
金
亀
町
）
で
、

「
展
示
替
」
の
見
学
会
が
初

め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
細
心
の
注
意
を

払
い
な
が
ら
文
化
財
を
取

り
扱
う
様
子
な
ど
を
見
て

も
ら
う
こ
と
で
、
文
化
財
を

伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
知
り
、
彦
根
城
博
物
館

を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

も
ら
お
う
と
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　
「
作
品
の
安
全
を
第
一
に
考
え
る

一
方
で
、
作
品
を
単
調
に
並
べ
ず
に
、

前
後
に
し
た
り
、
高
さ
に
変
化
を
つ

け
た
り
し
て
、
じ
っ
く
り
見
て
い
た

だ
く
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」
な

ど
の
説
明
を
聞
い
た
参
加
者
は
、
熱

心
に
メ
モ
を
と
っ
た
り
、
質
問
を
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
の
備
え
を
確
認

防
災
訓
練
に
１
、
１
０
０
人

　８月25日、市民体育センター（松原町）周辺ほか
で、地元の自治会や消防関係者など約 1,100 人が参
加した彦根市防災訓練が行われました。
　訓練では、消防団や道路河川課による水防訓練や、
災害ボランティアネットワークらによる災害ボラン
ティアセンターの設置訓練、防災会・自治会による初
期消火訓練やバケツリレーなどが行われました。
　参加者は、真剣な表情で取り組み、防災意識を高め
ていました。

　

８
月
25
日
、
市
立
図
書
館

（
尾
末
町
）
で
、
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
彦
根
の
図
書
館
を
考
え
る

会
」
が
、
多
く
の
人
に
図
書

館
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
図
書
館
に
来
て
も
ら
お

う
と
企
画
し
ま
し
た
。

　

彦
根
市
に
縁
の
あ
る
演
奏

家
の「
エ
コ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
・

チ
ェ
ン
バ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
が
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や

ヘ
ン
デ
ル
の
曲
な
ど
を
演

奏
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
絵
本
「
は
ら

ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の
朗
読
と

曲
の
演
奏
と
の
共
演
も
披

露
さ
れ
、
観
客
は
演
奏
終
了

後
に
大
き
な
拍
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

「図書館に足を運ぼう」
地元ゆかりの演奏家がロビーコンサート

「
新
鮮
で
お
い
し
か
っ
た
」

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
収
穫
体
験

　８月29日、松原町の畑で、西中学校1年生104
人による「農」と「食」の大切さを学ぶ農業体験が行
われました。湖東定住自立圏地産地消事業の一環で、
松原町の農家の皆さんの指導を受けて、７月に植え
たトウモロコシの収穫を行いました。
　今回は大きさが20～30cmあるスイートコーン
が約1,500本穫れました。翌日には塩ゆでして昼
食時に全校生徒で食べ、城西小学校や特別養護老人
ホームさざなみ苑

えん

にも配られました。今後もジャガ
イモなどを収穫する予定です。

「
待
っ
て
ま
し
た
初
秋
の
味
」

彦
根
梨
の
販
売
に
長
い
列

　

８
月
24
日
、
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
果
樹

工
房
（
石
寺
町
）
で
、
彦
根
梨
の
出

荷
・
販
売
が
始
ま
り
、
直
売
所
で
は

朝
早
く
か
ら
初
秋
の
味
覚
を
求
め
て

列
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
梨
は
、
や
や
小
ぶ
り
な
が

ら
も
、
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
糖
度
が

13
～
15
度
に
達
す
る
も
の
が
あ
り
、

甘
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
の
職
員
ら
は
、
農

家
が
収
穫
し
た
梨
を
一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
選
果
し
、
袋
詰
め
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
と
同
程
度
の
、
約
１

２
０
ト
ン
の
出
荷
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

８
月
15
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
大
津
市
石い

し

山や
ま

外そ
と

畑は
た

町ち
ょ
うで
、

彦
根
市
職
員
が
復
旧
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
職
員
は
17
日
の
午
前
中
に
現
地

に
向
か
い
、
民
家
や
側
溝
に
流
れ
込

ん
だ
土
砂
を
ス
コ
ッ
プ
や
一
輪
車
な

ど
を
使
い
撤
去
し
ま
し
た
。

　

20
日
ま
で

の
４
日
間
、

延
べ
約
１
０

０
人
の
市
職

員
が
土
砂
の

撤
去
を
始
め
、

民
家
や
周
辺

道
路
の
清
掃

を
行
い
ま
し

た
。

大
雨
に
よ
る
被
災
地
へ

彦
根
市
の
職
員
が
復
旧
支
援

子どもたちの熱演に大きな拍手
狂言教室の発表会

育てたい「環境を大切にする心」
市民環境フォーラム
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院
内
助
産
所
で
分
娩
で
き
ま
す

彦
根
市
立
病
院

初
産
婦
も
分
娩
で
き
ま
す

　

お
産
は
、
妊
娠
経
過
が
正
常
な

妊
婦
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
自

宅
に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
、

産
む
人
の
思
い
を
尊
重
し
た
自
然

な
お
産
で
す
。

　

産
科
医
・
小
児
科
医
と
連
携
し
、

安
全
と
安
心
の
お
産
を
お
手
伝
い

し
ま
す
。
里
帰
り
分
娩
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
院
内

助
産
所
☎
22-

６
０
５
０
番（
内

線
４
１
０
６
番
）

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
違
反
で

困
っ
て
い
ま
す

□市
都
市
計
画
課

▼
ペ
ッ
ト
に
リ
ー
ド
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▼
フ
ン
は
責
任
を
も
っ
て
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ン
を
放
置
す
る
行
為
な
ど
は
、

彦
根
市
の
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
違
反
し
た
人
は
罰
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

高
木
・
技
研

特
別
共
同
体
☎
21-

３
９
２
３

番
、

都
市
計
画
課
☎
30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

ウ
ィ
ズ
市
民
企
画
講
座

「
出
会
い
の
ひ
ろ
ば
」

子
育
て
中
の
パ
パ
さ
ん
マ

マ
さ
～
ん
！

〈
内
容
〉講
座
に
参
加
す
る
こ
と
で

保
護
者
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
元

気
に
な
り
、
子
育
て
に
つ
い
て
学

べ
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
が
交
流

す
る
時
間
を
持
つ
こ
と
で
保
護
者

同
士
が
親
し
く
な
り
、
つ
な
が
る

き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
な
る
講
座

で
す
。　
〈
日
時
・
内
容
等
〉
下
表

の
と
お
り
　
〈
場
所
〉 

男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平

田
町
）　
〈
持
ち
物
〉
第
１
回
（
10
月

12
日
㈮
）
は
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、

大
判
タ
オ
ル
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

（
ま
た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）　
〈
託
児
〉
１

人
１
回
３
０
０
円
（
６
か
月
～
就
学

前
、
要
予
約
、
定
員
　
人
）　

※
第
３

回
（
12
月
８
日
㈯
）
は
託
児
は
あ
り

ま
せ
ん
。　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
こ
ね
・
育

ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ラ
ポ
ー
ル

☎
０
７
０
‐
５
６
５
２
‐
５
９
７

８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

６
８
９
１
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

hikonesodachi@
gm

ail.com

ウ
ィ
ズ

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

～
第
３
講
座　

パ
ソ
コ
ン
使
い

こ
な
し
術
！
～

　〈内
容
〉パ
ソ
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

よ
り
楽
し
く
、
活
動
的
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
支
援
す
る
講
座
で
す
。　
〈
日

時
〉
10
月
15
日
、
同
29
日
、
11
月

12
日
、
同
26
日
、
12
月
３
日
、
同

17
日
（
全
６
回
）　

い
ず
れ
も
月
曜

日
の
午
前
10
時
～
正
午
（
午
前
の

部
）、
午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30

分
（
午
後
の
部
）　
〈
場
所
〉 

男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

（
平
田
町
）
講
習
室　
〈
対
象
〉 

市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
で
パ

ソ
コ
ン
初
心
者　
〈
定
員
〉
午
前

の
部
・
午
後
の
部
、
各
12
人
（
先

着
順
）　
〈
参
加
費
〉 

５
千
円　
〈
申

込
期
間
〉
９
月
15
日
㈯　

午
前
９

時
～
10
月
６
日
㈯　
〈
託
児
〉
１

人
１
回
２
０
０
円
（
０
歳
～
就
学
前
、

要
予
約
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５

２
９
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
へ
。

ウ
ィ
ズ

男
と
女
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

ひ
ご
ろ
の
心
・
か
ら
だ
の　

疲
れ
・
ス
ト
レ
ス
を
ほ
ぐ
す

【
癒
し
学
！
】

　〈内
容
〉
日
々
の
慌

あ
わ
た
だし

さ
の
中
で
、

心
も
体
も
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
る
今
日
。
自
分
を
も
っ
と
大
切

に
、
も
っ
と
生
き
生
き
と
…
そ

ん
な
願
い
の
こ
も
っ
た
講
座
で

す
。
心
も
体
も
ゆ
っ
た
り
と
元
気

に
「
体
」「
食
」
を
通
じ
て
自
分

に
優
し
い
ご
褒
美
を
。　
〈
日
時
・

内
容
等
〉
下
表
の
と
お
り　
〈
対

象
〉 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

40
歳
以
上　
〈
定
員
〉
各
回 

20
人

（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉
９
月
15

日
㈯
午
前
９
時
～
10
月
10
日
㈬　

〈
託
児
〉
１
人
１
回
２
０
０
円
（
０

歳
～
就
学
前
、
要
予
約
）　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-
３
５
２
９
番

ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
□市
介
護
福
祉
課

　

今
年
の
敬
老
の
日
は
、
９
月
17

日
（
月
・
祝
）
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を

敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
で
す
。

　

こ
の
日
に
ち
な
み
、
彦
根
市
の

男
女
最
高
齢
者
を
紹
介
し
ま
す
。

女
性
最
高
齢
者

　

北
川　

み
な　

さ
ん

　
　

明
治
38
年
11
月
３
日
生

　
　
（
１
０
６
歳
）

男
性
最
高
齢
者

　

北
嶋　

清
太
郎　

さ
ん

　
　

明
治
41
年
10
月
３
日
生

　
　
（
１
０
３
歳
）

問
い
合
わ
せ
先  

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

　

市
内
で
は
、
維
持
管
理
が
行
わ

れ
な
い
空
き
家
と
思
わ
れ
る
家
屋

等
が
見
受
け
ら
れ
、
今
後
も
空
き

家
等
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
空
き
家
等
が
管
理

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
所
有
者
な
ど
に
空

き
家
等
の
適
正
管
理
を
強
く
促
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、条
例
（
素
案
）
を
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

建
築
指
導

課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
間　

９
月
18
日

㈫
～
10
月
19
日
㈮
（
必
着
）

提
出
方
法　

建
築
指
導
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

建
築

　

指
導
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

彦
根
市
空
き
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例

（
素
案
）

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

な
ど
は
、意
見
に
対
す
る
彦
根
市

の
考
え
方
と
と
も
に
整
理
し
た

う
え
で
、彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
し
て
、個

別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

元
町
４-

２
）☎
30-

６
１
２
５
番
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番
、

Ｅ
メ
ー
ル  kenchikushido@

m
a.city.hikone.shiga.jp

　
「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
市
が
設

置
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に

お
け
る
技
術
管
理
者
の
資
格
基
準

を
彦
根
市
の
条
例
で
定
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、条
例
（
素
案
）
を
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

清
掃
セ
ン

タ
ー
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
等
の
提
出
期
間　

９
月
18
日

㈫
～
10
月
17
日
㈬
（
必
着
）

提
出
方
法　

清
掃
セ
ン
タ
ー
に

直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

清
掃

セ
ン
タ
ー
（
〒
５
２
２-

０
０
５
５

　

野
瀬
町
２
７
９-

１
）
☎
24-

３

８
７
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

２
８

５
０
番
、
Ｅ
メ
ー
ル　

seiso-
shisetu@

shore.ocn.ne.jp

彦
根
市
廃
棄
物
の
処
理
お

よ
び
清
掃
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
（
素
案
）

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

意見の件数　　　　　　　　0 件
問い合わせ先　 上水道工務課
　☎ 22-2648、FAX24-4054

彦根市水道事業布設工事監督者および
水道技術管理者の資格等に関する条例
の制定（素案）
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い
ず
れ
も
木
曜
日
の
午
後
７
時
～

同
８
時
30
分　
〈
場
所
〉
21
会
議

室
（
市
役
所
２
階
）　
〈
対
象
〉
市
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
教
室
初
級
Ⅰ
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
人
。
ま
た
は
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
の
発
音
の
規
則
が
分
か
る

程
度
の
知
識
が
あ
る
人　
〈
定
員
〉

15
人
（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉
３
千

円　
〈
申
込
期
間
〉９
月
18
日
㈫
～

10
月
４
日
㈭　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

人
権
政
策
課
☎
30-

６

１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
７

７
番

滋
賀
県

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

〈
内
容
〉
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
に
使
用
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
募
集
し
ま
す
。　
〈
募
集
テ
ー

マ
〉
県
民
み
ん
な
で
、
交
通
安
全

を
す
す
め
る
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
る
、

滋
賀
県
ら
し
い
特
徴
の
あ
る
も
の

〈
対
象
〉
県
内
に
在
住
・
在
勤
の
人   

〈
申
込
期
間
〉９
月
21
日
㈮
～
10
月

31
日
㈬　
〈
そ
の
他
〉
作
品
は
、自

作
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

帰
属
し
ま
す
。　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
滋
賀
県
交
通
対
策
協

議
会
事
務
局
（

交
通
政
策
課
内
）

（
〒
５
２
０-

８
５
７
７　

大
津
市
京
町

四
丁
目
１-

１
）☎
０
７
７-

５
２
８-

再
就
職
・
就
業
支
援

シ
ニ
ア
対
象
「
講
習
会
」

〈
内
容
〉左
表
の
と
お
り　
〈
対
象
〉

滋
賀
県
在
住
で
、
講
習
に
係
る
就

業
を
希
望
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

求
職
登
録
を
し
て
い
る
55
歳
以
上

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
公
益

社
団
法
人
滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
５
２
０-

０

０
５
４　

大
津
市
逢
坂
１-

１-

１
） 

☎

０
７
７-

５
２
５-

４
１
２
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
７-

９
４
９

第
９
回

市
立
病
院　

健
康
講
座

〈
内
容
〉
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
立

病
院
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い

た
だ
き
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
講
座
で

す
。
医
師
に
よ
る
講
演
や
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
健
康
体
操

な
ど
を
行
い
ま
す
。
健
康
弁
当
を

食
べ
な
が
ら
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

も
あ
り
ま
す
。　
〈
場
所
〉市
立
病

院
（
八
坂
町
）
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
室　
〈
日
時
〉10
月
27

日
㈯　

正
午
～
午
後
２
時
45
分　

〈
申
込
開
始
日
〉
９
月
18
日
㈫　

〈
定
員
〉
80
人
（
先
着
順
）　
〈
参
加

費
〉
５
０
０
円
（
弁
当
・
飲
み
物
付

き
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

病
院
総
務
課
☎
22-

６
０
５
０
番

（
内
線
３
５
２
２
番
）、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０

７
５
４
番　

※
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
室

（
初
級
Ⅱ
）

〈
内
容
〉動
詞
を
使
っ
た
簡
単
な
日

常
会
話
や
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
文

章
の
読
み
方
を
学
び
ま
す
。
ブ
ラ

ジ
ル
の
文
化
や
習
慣
も
紹
介
し
ま

す
。　
〈
日
時
〉10
月
４
日
～
11
月

29
日
（
全
８
回
、
11
月
22
日
を
除
く
）

３
６
８
２
番　

※
は
が
き
に
、
①

作
品
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
（
学
生
の
場
合

は
、
学
校
名
・
学
年
）
を
書
い
て
送

付
。
作
品
１
点
に
つ
き
、
は
が
き

１
枚
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
作

品
が
複
数
の
場
合
、
は
が
き
大
の

紙
１
枚
に
つ
き
１
点
の
作
品
を
記

入
し
、
ま
と
め
て
封
書
で
送
付
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

平
成
25
年
度
彦
根
市

春
の
文
化
祭
協
賛
事
業

〈
協
賛
事
業
に
な
る
利
点
〉①
事
業

の
チ
ラ
シ
な
ど
に
、「
協
賛
：
彦
根

市
・
彦
根
市
教
育
委
員
会
」
と
表

示
で
き
ま
す
。
②
広
報
ひ
こ
ね
、

文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
が
で
き
ま
す
。　
〈
対
象
事
業
〉

平
成
25
年
３
月
30
日
㈯
～
６
月
30

日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
展
示
、
発
表

な
ど　
〈
対
象
団
体
〉文
化
芸
術
団

体
、社
会
教
育
関
係
団
体
、ま
た
は

こ
れ
ら
に
準
ず
る
団
体
で
、
過
去

に
市
内
外
で
展
示
、
発
表
な
ど
の

活
動
実
績
が
あ
る
団
体　
〈
応
募

上
の
注
意
〉
使
用
す
る
施
設
の
使

用
許
可
書
か
、
使
用
申
込
書
の
写

し
が
必
要
で
す
。　

※
詳
細
は
、

募
集
要
項
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。　
〈
申
込
書
・
募
集
要
項

配
布
場
所
〉
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ

ザ
、
市
民
会
館
１
階
受
付
、
支
所
、

各
出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
、
高

宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
、
み
ず
ほ

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
な
ど　
〈
申
込
期
間
〉９
月
27

日
㈭
～
11
月
２
日
㈮　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文

化
振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番

表
彰
し
ま
す

事
業
所
の
優
良
従
業
員

〈
内
容
〉
彦
根
市
と
彦
根
商
工
会

議
所
・
稲
枝
商
工
会
で
は
、
市
内

の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
す
る
従
業

員
で
、
本
市
産
業
の
発
展
に
尽
く

し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
人

を
表
彰
し
ま
す
。　
〈
対
象
〉
事

業
所
統
計
調
査
に
用
い
る
産
業
大

分
類
の
う
ち
、
鉱
業
、
建
設
業
、

製
造
業
、
卸
・
小
売
業
、
金
融
保

険
業
、
不
動
産
業
、
運
輸
業
、
情

報
通
信
業
、
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供

給
・
水
道
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
従

事
す
る
雇
用
保
険
の
被
保
険
者　

※
家
族
従
業
員
、
法
人
の
役
員
、

過
去
に
こ
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と

の
あ
る
人
は
除
き
ま
す
。　
〈
表
彰

基
準
〉
勤
続
年
数
が
15
年
以
上
の

人
、
企
業
の
振
興
に
寄
与
し
、
他

の
模
範
と
し
て
表
彰
に
値
す
る
人

〈
被
表
彰
候
補
者
の
選
出
方
法
〉事

業
所
の
推
薦
に
よ
り
ま
す
。　
〈
申

込
期
限
〉
９
月
28
日
㈮
（
必
着
）

０
番　

※

近
く
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー

ク
に
あ
る

申
込
書
に

必
要
事
項

を
書
い

て
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
郵

送
。「
求
職
登
録
番
号
」を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
後
、
受

講
者
選
考
面
接
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

滋
賀
大
学
学
園
祭　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

〈
日
時
〉
11
月
３
日
㈯
・
同
４
日

㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
午

前
９
時
受
付
開
始
）　
〈
場
所
〉
滋
賀

大
学
経
済
学
部（
馬
場
一
丁
目
）　

※

雨
天
時
は
体
育
館
の
み　
〈
出
店

料
〉１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
。両
日
参

加
の
人
は
１
ブ
ー
ス
７
０
０
円　

〈
募
集
区
画
数
〉各
日
１
１
０
区
画

程
度
（
屋
内
60
ブ
ー
ス
、
屋
外
50
ブ
ー

ス
）（
先
着
順
）　
〈
申
込
期
限
〉 

９

月
30
日
㈰
（
は
が
き
な
ど
で
の
郵
送

申
込
の
場
合
必
着
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉
滋
大
祭
実
行
委
員
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
担
当
（
〒
５

２
２-

８
５
２
２　

馬
場
一
丁
目
１-

１
）
☎
27-

１
１
３
７
番
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ  http://shidaisai.jim

do.
com

/

　
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

受
付
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
は
が
き

な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

は
が
き
な
ど
の
場
合
、
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
④

電
話
番
号
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑥

出
店
日
⑦
出
品
希
望
会
場（
屋
内
か

屋
外
）
⑧
区
画
数
（
１
店
舗
２
区
画
ま

で
）
⑨
駐
車
場
の
要
否
（
１
区
画
１

台
ま
で
、
希
望
台
数
も
書
い
て
く
だ
さ

い
）
⑩
屋
外
雨
天
時
の
中
止
連
絡

の
要
否（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
開
催
の

有
無
を
掲
載
し
ま
す
）
⑪
出
店
内
容

を
書
い
て
郵
送

障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル

〈
日
時
〉
10
月
20
日
㈯　

午
前
９

時
～
午
後
３
時
30
分　
〈
場
所
〉

庄
堺
公
園
多
目
的
広
場
（
開
出
今

町
）
※
雨
天
時
は
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

彦
根
工
場
体
育
館　
〈
対
象
〉
市

内
在
住
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障

害
者
、
精
神
障
害
者　
〈
競
技
種

目
〉
60
ｍ
走
、
パ
ン
食
い
レ
ー
ス

な
ど
（
誰
も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
競
技
内
容
で
す
）　
〈
参
加
費
〉
無

料
（
昼
食
は
主
催
者
が
用
意
し
ま
す
）

〈
申
込
期
限
〉
10
月
１
日
㈪　
〈
申

込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

障

害
福
祉
課
（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田
町
５
９
４　

障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
27-

９
９
８
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
、
Ｅ
メ
ー

ル　

shogaifukushi@
m

a.city.
hikone.shiga.jp

　
※

障
害
福

祉
課
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
直
接
窓
口
で
申

し
込
む
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル

荒
神
山
自
然
の
家

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ

体
験
会

〈
内
容
〉深
ま
り
ゆ
く
秋
の
訪
れ
を

感
じ
な
が
ら
、
家
族
そ
ろ
っ
て
秋

の
夜
長
を
テ
ン
ト
の
中
で
過
ご
す

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

野
外

活
動
の
経
験
の
な
い
人
も
大
歓
迎

で
す
。
家
族
で
楽
し
め
る
企
画
を

用
意
し
て
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 　
〈
活
動
内
容
〉
テ

ン
ト
泊
、 

野
外
炊
事
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど　
〈
日
時
〉10
月

20
日
㈯　

受
付
午
後
０
時
30
分
～

同
21
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
解
散

〈
場
所
〉
荒
神
山
自
然
の
家
（
日
夏

町
）　
〈
対
象
〉
市
内
在
住
・
在
勤
の

家
族
５
組
程
度（
先
着
順
）　
〈
参
加

費
〉
１
泊
３
食　

大
人
（
中
学
生
以

上
）
３
千
円
、
子
ど
も
（
小
学
生
）

２
、
５
０
０
円
、
幼
児
１
、
５
０

０
円　
〈
申
込
期
限
〉10
月
５
日
㈮

〈
そ
の
他
〉
参
加
者
に
は
、
後
日

詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま
す
。　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

荒
神

山
自
然
の
家
☎
28-

１
８
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番
（
月
曜
日

は
休
館
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火

曜
日
が
休
館
）

〈
表
彰
式
〉
11
月
16
日
㈮ 　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

商
工
課

☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
彦
根
商
工
会
議
所

（
中
央
町
）
☎
22-

４
５
５
１
番
、稲

枝
商
工
会
（
稲
部
町
）
☎
43-

２
２

０
１
番　

※
推
薦
用
紙
は
、
各
申

込
先
に
あ
る
ほ
か
、
彦
根
市
、
彦

根
商
工
会
議
所
、
稲
枝
商
工
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

星
空
教
室

な
ん
だ
か
不
思
議  

お
つ
き
さ
ま

〈
内
容
〉中
秋
の
名
月
を
中
心
と
し

た
秋
の
夜
空
を
観
望
し
ま
す
。　

〈
日
時
〉
９
月
29
日
㈯　

午
後
７

時
～
同
９
時
30
分　

※
予
備
日
は

９
月
30
日
㈰　
〈
場
所
〉

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）　
〈
参
加

費
〉
３
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
当

日
開
始
時
間
ま
で
に
、
直
接

子

ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
悪
天
候
な
ど
の
場
合
は
、
29

日
は
延
期
、
30
日
は
中
止
に
な
り

ま
す
の
で
、
午
後
４
時
頃
に
開
催

の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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こ
ど
も
の
健
康
週
間　

記
念
公
開
講
座

〈
内
容
〉「
こ
ど
も
の
健
康
週
間
」

に
ち
な
み
、
広
く
一
般
県
民
へ

の
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て
の

知
識
・
普
及
・
啓
発
を
は
か
り

ま
す
。

〈
講
座
内
容
〉

午
後
１
時
30
分
～
基
調
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
予
防
接
種
を
考

え
る
」
～
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
と

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
対
応

に
つ
い
て
～

午
後
２
時
20
分
～
同
３
時
50
分

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
！
こ
れ
か
ら
の

予
防
接
種
を
考
え
る
」
①
母
子

保
健
の
現
場
か
ら
予
防
接
種
を

考
え
る
～
母
子
保
健
相
談
（
予

防
接
種
相
談
）
～
②
小
児
科
医
療

の
現
場
か
ら
予
防
接
種
を
考
え

る
～
同
時
接
種
は
怖
く
な
い
！

～
③
予
防
接
種
相
談
状
況
か
ら

予
防
接
種
事
情
を
考
え
る
～
滋

賀
県
予
防
接
種
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
報
告
～　
〈
日
時
〉
10
月
21

日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
同
４

時　
〈
場
所
〉
草
津
市
立
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
５
階
大
会
議
室

（
フ
ェ
リ
エ
南
草
津　

草
津
市
野
路

１
丁
目
）　
〈
定
員
〉
１
０
０
人

（
先
着
順
）　
〈
参
加
費
〉
無
料　

〈
申
込
期
限
〉10
月
12
日
㈮　

※

託
児
を
希
望
す
る
人
は
10
月
５

日
㈮
ま
で　
〈
申
込
・
問
い
合

わ
せ
先
〉
滋
賀
県
立
小
児
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
部
☎

０
７
７-

５
８
２-

６
２
０
０
番

（
内
線
７
８
２
０
番
）、　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
８
２-

６
３
０
４
番
、

Ｅ
メ
ー
ル　

m
cfc-hoken@

pref.shiga.lg.jp

ウ
ィ
ズ
お
や
こ
広
場

〈
内
容
〉親
子
で
一
緒
に
遊
ぶ
広

場
で
す
。
土
曜
日
に
開
催
す
る

こ
と
で
、
働
い
て
い
る
保
護
者
、

特
に
お
父
さ
ん
も
積
極
的
に
参

加
し
て
子
育
て
の
楽
し
さ
を
体

験
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
10
月
13
日
㈯
、11
月
10

日
㈯
、
12
月
８
日
㈯　

午
前
10

時
～
同
11
時
30
分　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）　
〈
対
象
〉

乳
幼
児
と
保
護
者　
〈
参
加
費
〉

無
料　
〈
そ
の
他
〉
事
前
申
し

込
み
は
不
要
、
当
日
自
由
参
加

　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

男
女

共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

３
５
２

９
番　

秋の全国交通安全運動
９月21日㈮〜同30日㈰

運動の基本
子どもと高齢者の交通事故防止

運動の重点
▶夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交

通事故防止
▶全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
▶飲酒運転の根絶
▶横断歩行者の安全確保の推進（滋賀県独自重点）
問い合わせ先　　 交通対策課
　☎ 30-6134、FAX24-8517

９月30日㈰は
交通事故死ゼロを目指す日
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彦
根
市
の
下
水
道
整
備

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
健
康
で
快
適
な
も
の
に
し
、
河

川
や
琵
琶
湖
の
水
質
を
守
る
た

め
に
も
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　

彦
根
市
の
公
共
下
水
道
は
、
昭

和
56
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、

人
口
が
多
い
市
街
地
や
下
流
域

か
ら
順
次
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
平
成
23
年
度
末
現
在
の
人

口
普
及
率
は
76
・
８
％
で
、
全
国

平
均
の
75
・
８
％
を
若
干
超
え
て

い
る
も
の
の
、
滋
賀
県
平
均
86
・

４
％
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
低

い
状
況
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

上
下
水

道
業
務
課
☎
22-

５
４
５

８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４

３
３
番

　

こ
れ
は
、
琵
琶
湖
東
北
部
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
（
平
成
３

年
）
が
湖
南
中
部
や
湖
西
の
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
比
べ
て
遅
か
っ
た
こ

と
と
併
せ
、
昨
今
の
厳
し
い
財
政

状
況
か
ら
、
事
業
費
の
縮
減
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
た
た
め
で
す
。

　

現
在
、
未
整
備
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
財
政
事
情
を
見
据
え
つ
つ
、

彦
根
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。 

※
平
成
24
年
度
「
下
水
道
の
日
」
推
進
標
語

下
水
道　

お
水
が
い
っ
て
る　

ま
た
く
る
ね

排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず
彦
根
市

指
定
下
水
道
工
事
店
で
行
っ
て
く

だ
さ
い

　

彦
根
市
の
指
定
下
水
道
工
事
店

で
は
な
い
の
に
、
皆
さ
ん
の
家
庭

に
下
水
道
を
使
う
た
め
の
排
水
設

備
工
事
の
営
業
に
行
く
業
者
が
い

ま
す
。

　

彦
根
市
に
無
届
で
工
事
を
行
い
、

後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

業
者
が
、
彦
根
市
の
指
定
下
水

道
工
事
店
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い

場
合
は
、

上
下
水
道
業
務
課
に

お
尋
ね
に
な
る
か
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
彦
根
市
は
、
排
水
設
備

の
清
掃
や
修
理
な
ど
を
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

地
下
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

　

公
共
下
水
道
を
す
で
に
使
用
し

て
い
て
、
地
下
水
を
下
水
道
に
流

し
て
い
る
家
庭
で
、
使
用
人
数
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず

上

下
水
道
業
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

市
民
課
、
支
所
、
各
出
張
所

で
の
住
所
異
動
な
ど
の
届
出
と

は
連
動
し
て
い
ま
せ
ん
。
異
動

が
あ
っ
た
と
き
は
お
手
数
で
す

が
、

上
下
水
道
業
務
課
に
も

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

　

一
般
家
庭
で
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
人
の
う
ち
、
資
金
が
必
要

な
場
合
に
は
、
工
事
費
に
応
じ
、
金
融
機
関
を
通
じ
て
、
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

限
度
額　

１
０
０
万
円
、
償
還
期
間　

60
か
月
以
内
、
利
率　

年

１
・
８
％

※
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の
❶
❸
❹
な
ど
に
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

排
水
設
備
新
設
補
助
金

　

市
民
税
の
所
得
割
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
、補
助
金
を
交
付
す
る

制
度
で
す
。
申
請
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
、７
万
円
の
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
左
の
「
主
な
条
件
項
目
」
の
❶
❷
❸
な
ど
に
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
は
、１
世
帯
に

つ
き
、
30
万
円
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
な
条
件
項
目

❶
市
税
、
受
益
者
負
担
金
（
分
担
金
）、
水
道
料
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

❷
供
用
開
始
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
こ
と

❸
排
水
設
備
工
事
の
申
請
と
と
も
に
、
申
請
を
す
る
こ
と

❹
融
資
資
金
の
償
還
が
可
能
で
あ
る
と
、
金
融
機
関
が
判
断
す
る

　

こ
と

※
ほ
か
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

上
下
水
道

業
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「
元
気
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」　

は
い
は
い
レ
ー
ス
に

参
加
し
よ
う

　

は
い
は
い
に
自
信
の
あ
る
赤

ち
ゃ
ん
も
、
覚
え
た
て
の
赤
ち
ゃ

ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
み
ん

な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
在
住
の
、
は
い
は
い

が
で
き
る
乳
児

内
容▼

１
レ
ー
ス
最
大
５
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
、
５
ｍ
の
コ
ー
ス

で
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

▼
レ
ー
ス
中
に
立
ち
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
失
格

で
す
。

日
時　

10
月
８
日
（
月
・
祝
）　

　

レ
ー
ス
開
始　

午
前
11
時
～　

　
（
受
付　

午
前
10
時
30
分
～
）

場
所　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
第
２

競
技
場
（
松
原
町
）　

定
員　

50
人
（
先
着
順
）　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ひ
こ
ね

元
気
計
画
21
実
行
委
員
会
事

務
局（

健
康
推
進
課
内
）　

※

９
月
18
日
㈫
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
、
電
話
で
申
し
込
み
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

９月は健康増進普及月間です
　１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ　〜健康寿命を延ばしましょう〜
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

西に
し

澤ざ
わ

果か

歩ほ

ち
ゃ
ん

（
城
町
一
丁
目
）

布ふ

施せ

柚ゆ
ず

羽は

ち
ゃ
ん

（
栄
町
二
丁
目
）

堀ほ
り

口ぐ
ち

菜な

な々

子こ

ち
ゃ
ん

（
大
藪
町
）
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●
1

日
・

1
5

日
発

行
　

　
通

巻
第

1
2

7
4

号
（

 平
成

2
4

年
9

月
1

5
日

発
行

）

▶
「

広
報

ひ
こ

ね
」

は
大

豆
油

イ
ン

キ
を

包
含

し
た

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
▶

廃
棄

す
る

場
合

に
は

古
紙

回
収

に
出

し
て

く
だ

さ
い

。
▶

こ
の

「
広

報
ひ

こ
ね

」
は

4
9

,5
0

0
部

作
成

し
、

１
部

当
た

り
の

単
価

は
7

円（
１

円
未

満
切

り
捨

て
）で

す
。

た
だ

し
、原

稿
作

成
・

編
集

な
ど

に
か

か
る

職
員

の
人

件
費

は
含

ま
れ

て
い

ま
せ

ん
。

広
報
ひ
こ
ね
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虐
待
に
よ
っ
て
障
害
の
あ
る
人
の
権
利

や
尊
厳
が
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精

神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
）
の
あ
る
人
な

ど
で
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
人
を
救
う
と
と
も

に
、
介
護
疲
れ
な
ど
の
た
め
に
虐
待
を
し

て
し
ま
う
家
族
な
ど
の
養
護
者
も
支
援
す

る
も
の
で
す
。

障
害
者
虐
待
と
は

　

養
護
者
、障
害
福
祉
施
設
従
事
者
等
、事

業
主
な
ど
に
よ
る
次
の
行
為
が
虐
待
と
な

り
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待 

平
手
打
ち
に
す
る
、
つ

ね
る
、
閉
じ
込
め
る　

な
ど

②
性
的
虐
待 

無
理
や
り
裸
に
す
る
、

キ
ス
を
す
る　

な
ど

③
心
理
的
虐
待 

ど
な
る
、
悪
口
を
言

う
、
わ
ざ
と
無
視
す
る　

な
ど

④
放
棄
・
放
任(

ネ
グ
レ
ク
ト) 

じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
食
事
を
与
え
な
い
、
医

療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い

⑤
経
済
的
虐
待 

本
人
の
年
金
や
預
貯

金
を
勝
手
に
使
う

虐
待
の
サ
イ
ン
に
は

①
体
に
傷
や
あ
ざ
、
や
け
ど
の
あ
と
が
あ

る
②
人
に
相
談
す
る
の
を
た
め
ら
う

③
お
び
え
る
、
泣
く
、
叫
ぶ
な
ど
パ
ニ
ッ

ク
を
お
こ
す

④
衛
生
状
態
が
悪
い
、
ひ
ど
く
空
腹
を
訴

え
る

⑤
日
常
生
活
に
必
要
な
お
金
が
渡
さ
れ
て

い
な
い

成
年
後
見
制
度
の
活
用
を

　

知
的
障
害
や
精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て

判
断
能
力
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
人
を
助

け
る
制
度
と
し
て
、「
成
年
後
見
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
契
約
な
ど
を
本
人
に
代
わ
っ
て
判
断

し
、
経
済
的
虐
待
や
悪
徳
商
法
か
ら
障
害

の
あ
る
人
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

　

障
害
者
虐
待
防
止
法ご相談ください

　
　虐待のサインに気づいたら、一人で抱え込まず、 障
害福祉課にご相談ください。
　虐待を発見した人からの通報や虐待を受けた本人か
らの届け出、また虐待防止に関する支援などの相談を受
けて、まずは事実確認を行います。虐待を受けている人
の安全を最優先に考えながら、必要により警察と協力し
て立入調査し、虐待を受けている人の保護、障害福祉
サービス利用などによるその人への支援を行うととも
に、養護者の介護疲れや障害への知識不足、家族間の人
間関係など、虐待の要因が取り除かれるよう、その家族
全体を支援していきます。
　障害者虐待に関する相談は、次の相談支援事業所でも
受け付けています。
▶彦根愛知犬上地域障害児 ( 者 ) 地域生活支援センター
「ステップあップ 21」( 犬上郡豊郷町八目）

　☎ 35-0333、FAX35-2123
▶地域生活支援センター「まな」　( 西今町）
　☎ 21-2192、FAX21-2193
▶相談支援事業所　彦根学園 ( 高宮町）
　☎ 26-7088、FAX26-7077

問
い
合
わ
せ
先  

障
害
福

祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

搬
入
で
き
ま
せ
ん

粗
大
ご
み
（
事
業
系
）

10
月
１
日
㈪
～
同
19
日
㈮

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、粗
大

ご
み
処
理
場
の
補
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、事
業
に
伴
っ

て
発
生
し
た
粗
大
ご
み
の
搬
入

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、一
般
家
庭
か
ら
の
搬
入

と
有
料
戸
別
収
集
は
、工
事
期
間

中
も
受
け
付
け
ま
す
が
、で
き
る

だ
け
粗
大
ご
み
の
搬
入
は
控
え

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

工
事
期
間　

10
月
１
日
㈪
～
同

19
日
㈮

粗
大
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
先  

清
掃
セ
ン

タ
ー
施
設
係
☎
24-

３
８
７

９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

２
８
５
０

番
有
料
戸
別
収
集
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
先  

清
掃
セ
ン

タ
ー
管
理
係
☎
22-

２
７
３

４
番


